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静岡県少子化対策に関する県民意識調査結果
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１－１ 調査の概要
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有効回答数及び有効回答率は、前回調査とほぼ同じ水準

項 目 内 容

調 査 対 象 静岡県に在住する20歳から49歳までの男女

抽 出 方 法 静岡県全域を母集団とし、選挙人名簿から層化無作為抽出

抽 出 地 域 静岡県内の全市町

調査客体数 3,000人（前回：3,000人）

調 査 方 法 郵送調査法（郵送配布―郵送回収）

調 査 期 間 令和元年７月１日～７月24日（前回：平成26年８月１日～８月14日）

有効回答数 1,094票（前回：1,045票）

有効回答率 36.5％（前回：34.8％）

（１）調査の目的
この調査は、国勢調査、人口動態統計その他の公的統計では把握できない子どもを持つことや結

婚に対する意識及び子育て環境に関する実情等を調査し、全国との比較を行うことにより、本県の特
徴を明らかにし、「第２期ふじさんっこ応援プラン」策定の基礎資料を得ることを目的としている。
また、しずおか次世代育成プラン策定時の平成21年、ふじさんっこ応援プラン策定時の平成26年に

実施した同様の調査との経年変化について比較する。

（２）調査の概要
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２－１ 少子化が社会に与える影響に関する意識
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少子化の影響として「社会保障負担などで若い人の負担が増える」が最多
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３－１ 結婚する意思
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結婚する意思をもつ独身者は、約８割で推移

※集計対象：20～34歳の独身者
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３－２ 結婚したい年齢
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男性・女性ともに「30歳まで」が約５割で最多

※集計対象：20～34歳の独身者



３－３ 結婚・独身の良い点に対する考え方
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「結婚に良い点あり」男性では横ばいも、女性では減少

※集計対象：20～34歳の独身者



３－４ 結婚生活の良い点
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結婚生活の最大の魅力は「自分の子どもや家族を持てる」
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※集計対象：20～34歳の独身者



３－５ 独身生活の良い点
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独身生活の最大の魅力は「行動や生き方が自由」
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※集計対象：20～34歳の独身者



３－６ 独身にとどまっている理由（男性）
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「適当な相手にめぐり会わない」が最も多い
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※集計対象：20～34歳の独身者



３－７ 独身にとどまっている理由（女性）
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「適当な相手にめぐり会わない」が最も多い
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※集計対象：20～34歳の独身者



４－１ 希望するライフコース
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理想とする女性のライフコースは、再就職コースが最多、両立コースは増加傾向
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⼥性が理想とするライフコース 男性が⼥性に望むライフコース

※集計対象：20～34歳の独身者



４－２ 女性における結婚、妊娠・出産、育児による退職状況
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結婚、妊娠・出産、育児により仕事（正社員）を辞めた経験がある女性は約５割
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４－３ 職場に求める出産・子育て支援の制度と実際に利用できる制度
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差が大きいのは「柔軟な勤務制度」で25.4ポイント差
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５－１ 希望子ども数
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平均希望子ども数は、男性・女性ともに２人以上

※集計対象：20～34歳の独身者で、結婚する意思のある人。「4人以上」を「4人」とみなして計算。
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５－２ 理想子ども数・予定子ども数
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平均理想子ども数は2.43人、平均予定子ども数は2.07人

※集計対象：既婚者のみ。平均の理想・予定子ども数は「4人以上」を「4人」とみなして計算。
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ど
も
数

０⼈ ４⼈以上１⼈

平均 2.43⼈

平均 2.43⼈

平均 2.60⼈

平均 2.07⼈

平均 2.01⼈

平均 2.11⼈

予
定
⼦
ど
も
数

無回答

平均 2.63⼈

平均 2.03⼈



５－３ 予定子ども数が理想を下回る理由（２０～３４歳）

17

「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が最多

※集計対象：予定子ども数が理想子ども数を下回る人

⼦育てや教育にお⾦が
かかりすぎるから

⾃分の仕事に差し⽀えるから

育児の⼼理的、⾁体的負担
に耐えられないから

配偶者の家事・育児への
協⼒が得られないから

⼦どもがのびのび育つ
社会環境ではないから

配偶者が望まないから

70.6

44.1

26.5

19.1

17.6

13.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

20〜34歳（68⼈）

[％] 前回調査

（平成26年）
78.0 

19.5

19.5

4.9

12.2

2.4



５－４ 予定子ども数が理想を下回る理由（３５～４９歳）

18

「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が最多

⼦育てや教育にお⾦が
かかりすぎるから

⼦どもを⽣み育てるには
年齢が⾼いから

⾼年齢で⽣むのは嫌だから

欲しいけれどもできないから

育児の⼼理的、⾁体的負担
に耐えられないから

⾃分の仕事に差し⽀えるから

48.4

32.3

31.1

27.3

16.8

12.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

35〜49歳（161⼈）

[％] 前回調査

（平成26年）

50.5

30.8 

18.7 

21.4

12.1 

13.2 

※集計対象：予定子ども数が理想子ども数を下回る人



５－５ 諦める子ども数別の予定子ども数が理想を下回る理由

19

理想を諦める理由として、１人目は年齢・身体的理由、３人目は経済的理由

※集計対象：予定子ども数が理想子ども数を下回る人



65.3

31.6
35.7

28.6

17.3
11.2

7.1
11.2

66.0

49.7

27.0
31.4

23.3
15.7 17.0

8.8

0

50

100

⼦
ど
も
が
い
る
と
⽣
活
が

楽
し
く
豊
か
に
な
る
か
ら

好
き
な
⼈
の
⼦
ど
も
を

持
ち
た
い
か
ら

結
婚
し
て
⼦
ど
も
を
持
つ
こ
と
は

⾃
然
な
こ
と
だ
か
ら

⼦
ど
も
は
将
来
の
社
会
の

⽀
え
と
な
る
か
ら

⼦
ど
も
は
⽼
後
の

⽀
え
と
な
る
か
ら

⼦
ど
も
は
夫
婦
関
係
を

安
定
さ
せ
る
か
ら

交
際
相
⼿
や
親
な
ど

周
囲
が
望
む
か
ら

⼦
ど
も
を
持
つ
こ
と
で
周
囲

か
ら
認
め
ら
れ
る
か
ら

男性（98⼈）

⼥性（159⼈）

[％]

５－６ 子どもをほしいと思う理由

20

「子どもがいると生活が楽しく豊かになるから」が最多

※集計対象：20～34歳の独身者かつ希望の子どもの人数が1人以上の人



６－１ 子育ての相談や子どもを世話してくれる人の有無

21

子育ての相談や子どもを世話してくれる人がいるとしたのは９割以上

「いる」 94.1

88.0

88.1

92.7

84.4

81.7

94.9

91.0

92.0

5.8

10.0

9.7

7.3

13.5

15.0

4.9

7.3

6.6

0.2
1.9

2.2

2.2

3.3

0.3
1.7

1.4

0% 25% 50% 75% 100%

令和元年（623⼈）

平成26年（619⼈）

平成21年（589⼈）

令和元年（233⼈）

平成26年（275⼈）

平成21年（213⼈）

令和元年（390⼈）

平成26年（344⼈）

平成21年（361⼈）

「いない」 無回答

合
計

男
性

⼥
性

※集計対象：子どものいる人



85.2 84.6

44.2

20.1
17.2

10.2
5.6 3.8

88.0
81.5

29.2

17.6
15.7

9.7
2.8 2.3

83.5
86.5

53.0

21.6
18.1

10.5
7.3 4.6

0

50

100

配
偶
者

親︵配
偶
者
の
親
を
含
む︶

友
⼈

そ
の
他
の
親
族

職
場
の
⼈

近
所
の
⼈

地
域
⼦
育
て
⽀
援
拠
点

な
ど
の
公
的
施
設
の
⼈

そ
の
他

全体（586⼈）
男性（216⼈）
⼥性（370⼈）

[％]

６－２ 子育ての相談や子どもを世話してくれる人

22

男性は「配偶者」、女性は「親（配偶者の親を含む）」が最多

※集計対象：子どものいる人



「感じる」 39.8

42.7

47.8

39.9

38.6

48.4

39.8

45.9

47.4

31.1

35.2

29.7

28.8

37.4

24.9

32.6

33.5

33.0

「感じない」 25.4

19.5

19.1

27.1

20.7

22.1

24.4

18.6

17.5

3.7

2.6

3.2

4.3

3.3

4.6

3.4

2.0

2.1
0% 25% 50% 75% 100%

令和元年（623⼈）

平成26年（619⼈）

平成21年（589⼈）

令和元年（233⼈）

平成26年（275⼈）

平成21年（213⼈）

令和元年（390⼈）

平成26年（344⼈）

平成21年（361⼈）

その他・無回答「どちらともいえない」

合
計

男
性

⼥
性

６－３ 子育てに関する不安感・負担感

23

不安感・負担感を感じているのは約４割の水準、女性で減少傾向

※集計対象：子どものいる人



57.7 55.2

29.0 26.2
23.0

14.9 14.1
7.3 4.8

65.6
60.2

18.3 24.7 24.7

9.7 7.5
11.8 8.6

52.9 52.3

35.5
27.1

21.9 18.1 18.1

4.5 2.6

0

50

100

⼦
育
て
の
出
費
が
か
さ
む

将
来
予
想
さ
れ
る
⼦
ど
も
に

か
か
る
経
済
的
負
担

⼦
育
て
に
よ
る
精
神
的

疲
れ
が
⼤
き
い

⾃
分
の
⾃
由
な
時
間
が

持
て
な
い

⼦
ど
も
が
病
気
の
と
き

仕
事
が
⼗
分
に
で
き
な
い

⼦
育
て
に
よ
る
⾝
体
の

疲
れ
が
⼤
き
い

夫
婦
で
楽
し
む
時
間
が
な
い

⼦
育
て
が
⼤
変
な
こ
と
を

職
場
の
⼈
が
理
解
し
て
く
れ
な
い

全体（248⼈）
男性（93⼈）
⼥性（155⼈）

[％]

６－４ 子育てに関する不安感・負担感の理由

24

不安感・負担感の最大の理由は「経済的負担」

※集計対象：子どものいる人



６－５ 子育て支援として重要と思う施策

25

子育て世帯への経済的な支援が39.1％で最多

43.7

34.1

24.3

30.0

23.9

18.8

31.8

18.7

8.8

34.4

32.5

24.3

45.1

20.1

15.1
19.1

26.0

11.8

39.1
35.7

32.4
30.9

26.9

22.9 21.7
18.9

15.8

0

50

⼦
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
な
⽀
援

仕
事
と
⽣
活
の
調
和
の
実
現

教
育
費
⽤
軽
減
や
奨
学
⾦
制
度
の
充
実

保
育
所
の
整
備
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

犯
罪
な
ど
の
な
い
安
全
な
社
会
づ
く
り

ゆ
っ
た
り
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

⼦
ど
も
の
医
療
費
の
負
担
の
軽
減

⼦
ど
も
が
病
気
や
緊
急
の
場
合

に
お
け
る
⼀
時
預
か
り
の
充
実

児
童
虐
待
の
防
⽌

平成21年（1,047⼈）
平成26年（1,045⼈）
令和元年 （1,094⼈）

[％]



７－１ 全国調査との比較①

26

女性のライフコースは、再就職コースが全国に比べて高い状態が継続

※出典 全国数値：国立社会保障人口問題研究所「第15回出生動向基本調査」
注釈 No１～３の対象者は、既婚者のみ 、 No４の対象者は、県では20～34歳、全国では18～34歳の独身者で、結婚する意思のある人。

No５～12の対象者は、県では20～34歳、全国では18～34歳の独身者



７－１ 全国調査との比較②

27

「結婚に良い点あり」の割合は、全国に比べて高く、結婚に対する印象が良い

※出典 全国数値：国立社会保障人口問題研究所「第15回出生動向基本調査」


